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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期

第２四半期連結
累計期間

第15期

会計期間
自平成28年４月１日
至平成28年９月30日

自平成27年４月１日
至平成28年３月31日

売上高 （千円） 557,692 1,217,010

経常利益又は経常損失（△） （千円） △29,688 149,192

親会社株主に帰属する四半期純損

失（△）又は親会社株主に帰属す

る当期純利益

（千円） △33,438 125,250

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △45,022 120,360

純資産額 （千円） 1,930,404 1,975,426

総資産額 （千円） 2,300,368 2,337,450

１株当たり四半期純損失金額

（△）又は１株当たり当期純利益

金額

（円） △11.58 49.32

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － 48.42

自己資本比率 （％） 83.9 84.5

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △12,399 259,409

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △613,508 △136,861

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 50,918 734,708

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 865,118 1,491,060

 

回次
第16期

第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成28年７月１日
至平成28年９月30日

１株当たり四半期純損失金額

（△）
（円） △12.70

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．当社は、第15期第２四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第15期第２

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

４．当社は、平成28年３月18日に東京証券取引所マザーズ市場に上場したため、第15期の潜在株式調整後１株当

たり当期純利益金額は、新規上場日から第15期連結会計年度末までの平均株価を期中平均株価とみなして算

定しております。

５．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損

失金額であるため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。なお、その他の関係会社であった株式会社特殊免疫研究所は、緊密な者と合算した当社株式の

議決権所有割合が20％未満になったことにより、当社の「その他の関係会社」に該当しないこととなりました。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境が改善傾向にあるなど、景気は緩やかな回復基調で

推移しておりますが、新興国経済の減速懸念や英国のEU離脱問題など世界経済の不確実性の高まりから、先行きは

不透明な状況が続いております。

　当社グループの顧客が属する医薬品業界では、後発品との競争激化、製品開発の停滞、保険料の財政圧迫に起因

する価格値下げ圧力等により製薬企業の収益性は低下する一方、膨大な開発費負担が生じる新薬開発への投資効率

を高める目的でM&Aによる業界再編が依然活発な状況にあります。このような状況を背景に、製薬企業では新薬開

発を迅速かつ効率的に実施するために、臨床試験等の開発業務を外部のCRO（開発業務受託機関）へ委託するケー

スが増えており、当社グループがターゲットとしている前臨床試験におきましても製薬企業の外部委託は拡大傾向

にあります。

　このような状況のもと、当社グループが提供するPXBマウスを使用した肝炎試験（薬効評価）については、B型肝

炎の治療薬開発を行っている製薬企業から引き合いが多くあるものの、売上高は試験スケジュールの影響を受けま

した。また、DMPK/Tox試験（薬物動態関連試験、安全性試験）については、肝炎試験と比較して多くの新薬が対象

になり得ることから今後の成長分野として位置付けており、各製薬企業に対して営業活動を行うとともに、PXBマ

ウスの有用性を共同で研究するコンソーシアムの活動を開始しました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は557,692千円、営業利益は26,545千円、経常損失は29,688千

円、親会社株主に帰属する四半期純損失は33,438千円となりました。

 

(2）財政状態の分析

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は1,853,569千円となり、前連結会計年度末に比べ34,307千円減

少いたしました。これは主に現金及び預金が35,261千円減少したことによるものです。また固定資産は446,798千

円となり、前連結会計年度末に比べ2,774千円減少いたしました。これは主に投資その他の資産が2,742千円減少し

たことによるものです。この結果、資産合計は2,300,368千円となり、前連結会計年度末に比べ37,081千円減少と

なりました。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は220,543千円となり、前連結会計年度に比べ1,694千円増加いた

しました。これは未払法人税等が19,509千円減少した一方で、その他が14,228千円、買掛金が4,347千円、１年内

返済予定の長期借入金が2,628千円、それぞれ増加したことによるものです。また固定負債は149,420千円となり、

前連結会計年度末に比べ6,245千円増加いたしました。これは主に退職給付に係る負債が48,000千円減少した一方

で、長期借入金が49,088千円、その他が5,127千円、それぞれ増加したことによるものです。この結果、負債合計

は369,963千円となり、前連結会計年度末に比べ7,940千円増加となりました。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は1,930,404千円となり、前連結会計年度に比べ45,022千円減

少いたしました。これは親会社株主に帰属する四半期純損失の計上により利益剰余金が33,438千円、為替換算調整

勘定が11,583千円、それぞれ減少したことによるものです。
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(3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に比べ

625,941千円減少し、865,118千円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、使用した資金は12,399千円となりました。これは主に為替差損58,023千円があった一方で、退

職給付に係る負債の減少48,000千円、税金等調整前四半期純損失32,629千円があったことによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は613,508千円となりました。これは主に定期預金の預入による支出709,540千円

によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、得られた資金は50,918千円となりました。これは主に長期借入金の返済による支出156,284千

円があった一方で、長期借入れによる収入208,000千円があったことによるものであります。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、74,424千円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 10,000,000

計 10,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成28年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成28年11月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 2,888,300 2,888,300
東京証券取引所

（マザーズ）

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計 2,888,300 2,888,300 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成28年７月１日～

平成28年９月30日
－ 2,888,300 － 2,229,186 － 449,096
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（６）【大株主の状況】

  平成28年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

三和商事株式会社 奈良県橿原市雲梯町594 1,008,000 34.90

森本　俊一 奈良県橿原市 496,000 17.17

株式会社特殊免疫研究所 東京都文京区後楽１丁目１-10 129,000 4.47

株式会社バイオインテグレンス 広島県東広島市鏡山３丁目13-26 95,000 3.29

京大ベンチャーNVCC１号投資事業有

限責任組合
東京都千代田区丸の内２丁目４-１ 90,300 3.13

株式会社叡拳 東京都文京区後楽１丁目１-10 88,000 3.05

積水メディカル株式会社 東京都中央区日本橋３丁目13-５ 80,000 2.77

中外テクノス株式会社 広島県西区横川新町９番12号 57,000 1.97

三菱UFJキャピタル４号投資事業有

限責任組合
東京都中央区日本橋１丁目７-17 55,000 1.90

株式会社SBI証券 東京都港区六本木１丁目６番１号 38,000 1.32

計 － 2,136,300 73.96

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成28年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　2,887,800 28,878 －

単元未満株式 普通株式　　　　500 － －

発行済株式総数 2,888,300 － －

総株主の議決権 － 28,878 －

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

常務取締役 研究開発部長 常務取締役
生産部長
研究開発部長

向谷　知世 平成28年７月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成28年７月１日から平

成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

 

３．最初に提出する四半期報告書の記載上の特例

　当四半期報告書は「企業内容等開示ガイドラインの24の４の７－６」の規定に準じて前年同四半期との対比は行っ

ておりません。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,603,740 1,568,478

売掛金 90,567 68,887

製品 49,046 54,734

仕掛品 66,045 67,163

原材料及び貯蔵品 65,760 66,098

その他 12,715 28,207

流動資産合計 1,887,876 1,853,569

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 119,908 113,087

工具、器具及び備品（純額） 16,235 20,783

土地 296,000 296,000

リース資産（純額） 5,697 5,052

有形固定資産合計 437,841 434,923

無形固定資産 2,642 5,528

投資その他の資産 9,089 6,346

固定資産合計 449,573 446,798

資産合計 2,337,450 2,300,368

負債の部   

流動負債   

買掛金 30,388 34,735

1年内返済予定の長期借入金 53,376 56,004

未払法人税等 25,204 5,695

その他 109,879 124,108

流動負債合計 218,848 220,543

固定負債   

長期借入金 83,407 132,495

退職給付に係る負債 48,000 －

資産除去債務 2,893 2,923

その他 8,874 14,002

固定負債合計 143,174 149,420

負債合計 362,023 369,963
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,229,186 2,229,186

資本剰余金 449,096 449,096

利益剰余金 △702,790 △736,228

株主資本合計 1,975,492 1,942,054

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 △66 △11,649

その他の包括利益累計額合計 △66 △11,649

純資産合計 1,975,426 1,930,404

負債純資産合計 2,337,450 2,300,368
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

売上高 557,692

売上原価 176,951

売上総利益 380,741

販売費及び一般管理費 ※ 354,195

営業利益 26,545

営業外収益  

受取利息 4,261

その他 563

営業外収益合計 4,825

営業外費用  

支払利息 879

為替差損 60,179

営業外費用合計 61,059

経常損失（△） △29,688

特別損失  

退職給付制度終了損 2,941

特別損失合計 2,941

税金等調整前四半期純損失（△） △32,629

法人税、住民税及び事業税 808

法人税等合計 808

四半期純損失（△） △33,438

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △33,438
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

四半期純損失（△） △33,438

その他の包括利益  

為替換算調整勘定 △11,583

その他の包括利益合計 △11,583

四半期包括利益 △45,022

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 △45,022

非支配株主に係る四半期包括利益 －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

 （単位：千円）

 
 当第２四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純損失（△） △32,629

減価償却費 11,500

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △48,000

受取利息 △4,261

支払利息 879

為替差損益（△は益） 58,023

退職給付制度終了損 2,941

売上債権の増減額（△は増加） 21,680

たな卸資産の増減額（△は増加） △7,143

仕入債務の増減額（△は減少） 4,374

未払金の増減額（△は減少） △18,800

前受金の増減額（△は減少） 15,754

その他 △2,078

小計 2,241

利息及び配当金の受取額 1,411

利息の支払額 △806

法人税等の支払額 △15,245

営業活動によるキャッシュ・フロー △12,399

投資活動によるキャッシュ・フロー  

定期預金の預入による支出 △709,540

定期預金の払戻による収入 103,180

有形固定資産の取得による支出 △7,148

投資活動によるキャッシュ・フロー △613,508

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入れによる収入 208,000

長期借入金の返済による支出 △156,284

リース債務の返済による支出 △797

財務活動によるキャッシュ・フロー 50,918

現金及び現金同等物に係る換算差額 △50,952

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △625,941

現金及び現金同等物の期首残高 1,491,060

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 865,118
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

　法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第32号　平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得

した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

　この変更による当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第

１四半期連結会計期間から適用しております。

 

（退職給付制度の移行）

　当社は、平成28年９月１日付で退職一時金制度から確定拠出年金制度へ移行し、「退職給付制度間の移行等

に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第１号　平成14年１月31日）及び「退職給付制度間の移行等の会

計処理に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第２号　平成19年２月７日）を適用しております。

　本移行に伴い、当第２四半期連結累計期間の特別損失として2,941千円を計上しております。
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（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
 (自 平成28年４月１日
   至 平成28年９月30日)

役員報酬 53,195千円

給料及び手当 56,909

退職給付費用 1,917

減価償却費 2,230

研究開発費 74,424

支払手数料 53,155

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年９月30日）

現金及び預金勘定 1,568,478千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △703,360

現金及び現金同等物 865,118

 

（株主資本等関係）

当第２四半期連結累計期間（自　平成28年４月１日　至　平成28年９月30日）

１．配当金支払額

該当事項はありません。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、「PXBマウス事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（金融商品関係）

　金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動があり

ません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 11円58銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（千円） 33,438

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失金額

（千円）
33,438

普通株式の期中平均株式数（株） 2,888,300

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前連結

会計年度末から重要な変動があったものの概要

－

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失金額

であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年11月14日

株式会社フェニックスバイオ

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 下西　富男　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 尾﨑　更三　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 和泉　年昭　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社フェ
ニックスバイオの平成28年４月１日から平成29年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成28年７月
１日から平成28年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成28年４月１日から平成28年９月30日まで）に係る四
半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結
キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社フェニックスバイオ及び連結子会社の平成28年９月30日現在

の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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